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コミュニケーション行為による自己肯定感向上に関する研究
―キャリア教育の視点からみた道徳授業実践を通じて―
作田　澄泰※１　中山　芳一※２
要旨：長引く不況や絶え間なく変化する社会の中，子ども達にとって将来の夢に不安を隠せない現状がある。ま
た，自分でどのように判断し，生き抜けばよいか分からなくなったり，自信をなくしたりして，将来を生きる希
望すら見失うことも少なくない。こうした不安感から自分自身の心に自信と希望を目指していくことで，夢や目
標を抱き，生きる喜びを感じられるようになる。そのためには，キャリア的視点からみた道徳性を育んでいくこ
とが重要であると考える。本研究では，充実したコミュニケーション行為によるキャリア的視点からみた道徳授
業を実践することにより，人の心の中にどのような心情がめばえ，将来への展望をもつことができるかについて
検証した。また，よりよいコミュニケーション行為の確立によって，それぞれの道徳的価値がどのように変化し，
自己肯定感の向上に結びつくかについて明らかにした。
キーワード：キャリア視点からみた道徳的価値　自己肯定感向上からの自信　他者への共感　よりよいコミュニ
　　　　　　ケーション　
※ 1 作田澄泰（広島県尾道市立三庄小学校）
※ 2 中山芳一（岡山大学キャリア開発センター）
Ⅰ．はじめに
　絶え間なく変化する今日の社会の中で，自分の低
下したりするなど，問題点は多々指摘されている現
状がある。そのため，社会問題として浮上したもの
として，ニートやフリーターの増加，不登校，問題
行動などが多い。これらの問題点の理由として挙げ
られるものに，小学校，中学校，高等学校といった
発達段階に応じたキャリア的視点からみた道徳性の
低下が考えられる。これは，アンケートや意見の中
から見ると，「景気が悪いので頑張っても就職できな
い」「便利な世の中だから，適当に生きていく方が楽」
などといった今後の社会への懸念する声も多い。しか
し，それらをめぐる脳裏の中には，「将来の就職は厳
しいから，頑張っても無理」といった考えの中にある
「自分に自信がもてない」といった自分喪失の不安感
は隠せない。こうした点から考えると，子ども達の
心の中には，「努力」「夢」「希望」「自信」などといっ
た自己肯定感をもつことができなくなっている。
　何故，自己肯定感が損なわれつつあるかについて
考えたときに，今日の情報メディア等のめまぐるし
い普及による，よりよいコミュニケーションのあり
方に大きく欠けているものと感じられる。若者は自
らの成長・発達を支える上で不可欠な「社会の現実」
や異年齢との多様で幅広い人間関係を得ることがで
きず，モデルとすべき生き方を見付けにくい状況に
置かれている。このことは，不登校をはじめとする
生徒指導上の様々な課題とも無縁ではない。
　各種の報告等では，①人間関係をうまく築くこと
ができない。②自分で意思決定できない。③自己肯
定感をもてない。④将来に希望をもつことができな
い。⑤進路を選ぼうとしない。といった若者が増え
つつあることを指摘する。しかし，働くことや生き
ることに対する若者の関心や意欲は必ずしも低下し
ておらず，潜在的な資質・能力が高いことを裏付け
る事例も見受けられる。適切な機会や場が提供され，
指導内容や方法等に工夫がなされれば，若者の豊か
な資質は，予想以上に大きく開かれるに違いない。（１）
　また，コミュニケーション不足は大きな問題点で
あり，近年，「話す，聞く，書く」といった言語活動
が不十分となり，本来行われていた言葉の教育が失
われつつある。こうした著しいコミュニケーション
行為の衰退により，いわば言葉のキャッチボールが
できにくくなっている。現代の情報メディア社会で
は，言葉のやりとりとしては「メール」が主流となっ
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てきた。しかしながら，このメールでは本来培われ
てきた言葉のやりとりをねらいとした言語活動が為
されていないのである。今までの普通のように思わ
れてきた会話や手紙などを通じた「話す，聞く，書く」
活動の中では，相手を意識した言語活動が為される。
常に，「自分がこう言えば，相手はどんな気持ちにな
るだろう」という思いが頭の中に少しはよぎってく
る。また，相手を見て話すことによって，仕草，表情，
体調などの様子が鮮明に感じ取れる。しかし，メー
ル等では，自分の思いや用件は伝達できても，言葉
のキャッチボールは困難となり，その結果生み出さ
れるものは，相手意識の欠如，あるいは，大きな誤
解を招くことにつながるかも知れない。
　つまり，言葉のみではなく，常に言葉のやりと
りの中から言語活動の充実が生まれるのである。そ
の中から，人への関わり方や接し方が養われ，単な
る言語活動ではなく，道徳的な価値観をもつことに
つながるのではないかと思われる。
Ⅱ．コミュニケーション行為における自己肯定感の
　　必要性
　平成２０年度の筆者の勤務校による高学年児童の
アンケートにおいて，「将来の夢は何ですか」という
質問に対して，約３０％の意見から「まだ決めてい
ない」の解答があった。そのうちの理由としては，「適
当に生きる方が楽」「どうしていいか分からない」「ま
だ，何になればいいか自信がもてない」との回答が多
かった。また，逆に約７０％の児童は，夢や目標は
あるものの，理由としては「何となく」「よく分から
ない」といった回答が約半数近くあった。また，全
国的な課題においても，夢や希望に自信が持てない
児童が年々増加傾向にあるとの指摘ももたれている。
　こうした課題をとらえ，子ども達に発達段階に応
じたキャリア教育を中心とした道徳的課題意識をも
たせ，将来を見据えた教育を行っていくことが求め
られる。また，自信のもてない子ども達の増加に伴い，
今日損なわれつつあるコミュニケーション行為を充
実させることにより，「自分は自分として認められて
いる」という自分への自信へとつなげていくことが
必要である。このような，コミュニケーション行為
の充実によって得られた，キャリア視点からみた道
徳的価値を構築させることによって，自己肯定感の
向上へとつながると思われる。
　自己肯定感には，「浅い自己肯定感」と「深い自己
肯定感」とがある。
①浅い自己肯定感は，
　「　　自分にはいいところがある」
　「自分でいいところを知っている」
という気持ちである。
②深い自己肯定感は，
　「自分の善悪も含めて認めることができる」
という気持ちである。（２）
このように自己肯定感をより深いものにし，自分自
身の心の中に自信を見出していくことが必要である。
これらの自己肯定感を得ることができないまま，「何
となく生活している」といった現状がみられるため，
自分自身の心の中に今までにはみられないような「自
分らしさ」のある充実感を培っていくことが大切で
ある。そのためには，損なわれつつある言語活動を
充実させ，よりよいコミュニケーションのあり方を
図るとともに互いを理解し合い，キャリア的道徳性
を育んでいくことが重要であると考える。
よりよいコミュニケーション行為とは，互いに認め
合うことができ，前にも述べた「自分らしさ」を構
築することができるコミュニケーション行為のあり
方であると筆者は考える。そのためには，互いを誉
めるだけでなく，納得のいくコミュニケーションの
あり方によって，自分自身の思考にも自身がもてて
いくと思われる。そして，こうしたコミュニケーショ
ン行為のあり方によって，「自信がもてない」といっ
た生きる希望の喪失感から，自分自身を様々な角度
から見つめ，生きて働く道徳性を向上させていく必
要がある。
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図１「浅い肯定感」と「深い肯定感」（３）
　本研究では，こうした課題を踏まえ，コミュニケー
ション行為のあり方を最重視し，コミュニケーション
のあり方によって，自己肯定感向上に結びつくかど
うかについて検討した。また，こうした自己肯定感が，
どのようにキャリア的道徳性の向上につながるのか，
筆者の授業例を挙げて考察した。
Ⅲ．自己肯定感を高める道徳授業の実践概要
１　一定のルールによるコミュニケーション行為の
あり方からみた道徳教育の実践
　筆者は，道徳性向上に向けたコミュニケーショ
ン行為を行う際に，ハーバーマスのコミュニケー
ション行為理論を参照にして，一定のルールを用
いて授業を行った。
　ハーバーマスの理論によると，「了解」という納
得ある相互間のコミュニケーション行為のあり方
によって，道徳性が向上していくものとされてい
る。筆者はさらに，次のコミュニケーション行為
のルールを用い，道徳授業を行い，子ども達の心
にどのような道徳的価値が生じていくのかについ
て考察した。また，一定のルールとは，次の指導
案の２時限目に示す通りである。
この授業例は，平成２０年に第６学年で実施したキャ
リア的道徳的価値の向上を目指した授業実践例であ
る。児童数は，２６名で男女の割合は，男子：１２名，
女子：１４名である。本授業で扱ったＶＴＲ資料と
して，「メジャーリーガーイチロー」の野球人生を検
討し，互いの生き方を話し合
う中で，自分の生き方を見つめ直し，将来の夢に結
びつけていくという内容である。
２　発達段階からみたキャリア教育の必要性と道徳
　小学校第６学年という１２歳の発達段階から見る
と，これからの自分の将来を考えていく上で，最も
大事な時期にさしかかっている。早ければ，高校卒
業とともに，職業に就く学生も少なくなく，１２歳
という節目の年は，子ども達にとって非常に大切な
年となる。しかし，思春期の中心ということもあり，
心の揺れ動く時でもある。そのため，自分の将来を
どう切り開いていけばいいか分からなかったり，ど
う判断すればいいか分からなくなったりする面もみ
られる。こうした点から，より良い職業間に関する
道徳的判断力と自己肯定感を身に付けていくために，
小学校第６学年という発達段階を選択した。
　２時間構成で実施し，ねらいは，指導要領に掲げる
価値項目「１－（２）希望，勇気，不撓不屈」「２－（２）
思いやり，親切」「４－（１）役割と責任の自覚」と
し，主題は「生活を見つめ直し，自分の夢をつかもう」
として授業を実践した。
　１限目では，ＶＴＲを視聴して，イチローの生き
方を交流する中で，自己の生き方を見つめ直し，
２限目では，１限目を踏まえての交流を行った。その
際に，指導案に示すルールを基に交流し，気持ちの
変化にどのような結果が生じるのか分析・考察した。
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図２　自己肯定感を高める道徳授業計
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・「無理かも分からないけど，頑張れるだけ頑張りた
　い」
という声も聞かれた。
　②　交流から自己肯定感を深める活動
　指導案に示す２時間目の「話し合いのルール」を
約束事項とし，各自の将来の夢について話し合うこ
とで，次のような意見が出された。
実家の家業を継ぎたいという児童に対して，
・「普通だったら，家の仕事は継ぎたくないと思うか
　も知れないけど，親のあとを継ごうと思うのはす
　ごい。」
・「ぼくだったら，自分の好きなことをしたいから，
　親の仕事はできない。親や家のことを考えている
　のはすごい。」
　こうした意見から分かるように，互いの良さに気
づいたり，参考にしたりしている面が伺われた。また，
イチローのようにスポーツ選手になりたいという児
童の意見に対して，
・「そんなに簡単じゃないと思う。」
・「でも，あきらめたくない。あきらめると自分に負
　けるような気がする。」
といった声も聞かれた。
　話し合いで友達の良かったところを手紙に書いた
内容については，
・「小学校の先生になるとあきらめない気持ちは，す
　ごいと思った。最後まで頑張り抜くところがあな
　たのいいところです。」
・「電気工事の会社に入るのは難しいと思うけど，電
　気の勉強をするために，頑張るところがすごい。」　
といった，友達の良さに気づいている様子が伺えた。
　また，最後の感想では次のような内容で書かれて
いた。
・「自分では，将来の夢はどうなるか不安だったから，
　だれにも話せなかった。でも，みんながはげまし
　てくれてうれしかった。」
・「きびしいことも言われたけど，参考になった。そ
　して，たくさんほめてもらってうれしかった。」
・「私は友達が少なくて，自分はきらわれていると自
　信がもてなかったけど，良いところを言ってもら
　うと，いろんな人から認めてもらえた気がしてう
れしかった。」
・「笑顔で話してくれるとやっぱりうれしい。良いと
３　自己肯定感を高める道徳授業の実際
　①　人の生き方から自分を見つめる活動
　主題「生活を見つめ直し，自分の夢をつかもう」を
提案し，２時間扱いで道徳の授業を行った。１時間
目では，イチローの生き方から，話し合いを通じて
自分自身の生き方を見つめ直し，児童たちの中から
次のような発言があった。
・「イチローが毎日あきらめずに，練習を続けたのは
　すごい。ぼくだったら，まねできない。」
・「イチローも苦労があって今があることが分かっ
　た。」
・「よく，毎日練習できたのがすごいと思う。」
・「お父さんの支えがあったんだな。家族の絆がよく
　分かる。」
・「私もイチローのように，目標に向かって頑張りた
　い。」
　このように児童からの発言から，イチローの生き
方によって，普段の自分自身の生き方を改めて考え
させられていた。イチローの生き方を自分の生き方
と心の中で比較することで，自分の生き方そのもの
に問いかけ，自問自答しながら，「このままでいいの
か」といったつぶやきの声も聞かれた。最後の「自
己の振り返り」では，
・「今までの自分が情けなく思った。」
・「あきらめずに目標に向かって頑張らなければ。」
・「あきらめなければ，夢はかもしれない。」
・「大事なのは，目標に向かって努力すること。」
といった意見も出された。また，イチロー自身の野球
人生の生き方からつかんだ「結果も大事ですが，そ
こにいくための道のりのほうがもっと大事です。」と
いう言葉から，イチローがなぜ，このような言葉を
発することができたのかについても，
・「普通の努力ではなかったはず。」
・「どんな苦しみもたえたのはすごい。もし，成功し
　なかったら，どうしたのだろう。」
という声も聞かれた。児童たちの中には今までに，
　「もし，失敗したらいけない」という不安感が隠せ
ないようであった。しかし，イチローの生き方と言
葉を聞いて，少しずつ「夢は叶う」という気持ちに
変わっていったと思われる。
そして，授業後半での筆者の「もし，夢が叶わなかっ
たらどうする？」という発問に対し，
・「たとえ，夢が叶わなくても，努力し続けたい。」
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ころをたくさん見つけてくれて，自分に自信がもて
たし，将来の医者になるという目標に向かって頑張
ろうと思えた。」
というように自分の夢に向かって肯定的な意見に変
わった姿が見られた。また，児童の表情については，
ほとんどの児童に笑顔がみられ，希望に満ちた様子
が伺えた。
Ⅳ．コミュニケーション行為による自己肯定感と道
　　徳性の変容
　Ⅲの結果からも分かるように，本授業でのコミュ
ニケーションを通じて，「話し合いのルール」を決め，
互いに否定せず，良いところを探すことによって，
互いの良さを認め，自分自身の心の中に，希望と安
心感が生まれたことと推測される。「自分のやりたい
ことはあるけど，本当に夢が叶うか不安だったけど，
少し安心できた。」と感想にもあり，これからの希望
に向かう姿が伺える。
　こうした結果については，互いの意見を否定せず，
尊重し合うことで，「自分は認められている」という
安堵の気持ちがめばえていくことで，自信につながっ
たと思われる。授業前では，「どうせ，頑張ってもし
かたない。」「夢なんてない。」といった声も学級の中
で聞かれていた。しかし，互いの道徳的価値を認め
合うことで，今までの自分が考えていた価値観とは
また違った価値観が心の中に
現れ，葛藤していく部分もあったのではないかと推測
される。また，このことによって，１時間目のイチロー
の姿から考えさせられた点と２時間目の意見交流の
点において，将来の職業観についての見方・考え方が
深まり，道徳的価値も広がりをみせたと予想される。
　児童の中には，普段からほとんど会話することのな
い孤立した児童もいたが，本授業を終えてみて，笑
顔や安心した表情であった。授業後の感想から，「た
くさん話せて，嬉しかった。自分ことが分かっても
らえてうれしかった。」という記述もみられた。
　こうした肯定的コミュニケーション行為により，児
童の心の中に様々な感じ方が生まれ，１つの大きな
自信につながっていったと思われる。筆者が取り上
げる感じ方の種類を挙げると次のようになる。
・自己効力感　　　・自尊感情
・自己有能感　　　・自己有用感
・深い自己肯定感　
　これらの関係を図で示すと次のように考えられる。
図３　自己肯定感の諸相（４）
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　最近では，自己肯定感と自尊感情を併記して同じ
意味で用いられる場合も多いが，後者では「自己肯
定感の認知的な側面」であると考えられてきている。
つまり，「自分のよさを自分で評価し，自分の価値を
自分で認識することができる。」ことが自尊感情だと
考えられる。それは，自尊感情は，心理学の調査を
もとにした量的研究の中で生まれてきた概念であり，
自分自身に対する肯定的な「評価」という側面が強
いためである。この自己肯定感を訳したものが「自
尊感情」であり，自分自身に対する肯定的な「評価」
という認知的な側面が強い概念である。つまり，「自
分で自分のことをどう思っているか」という「自己
認知のレベルでの自己肯定感」＝「自己肯定感の認
知的側面」となる。
　それに対して，「自己肯定感」は，アンケートによ
る数量的研究では測定することができない「深い自
己肯定感」をも含んだ包括的な概念であり，自分の
醜いところ，人を恨んだり妬んだりする醜く汚れた
気持ちの存在も含めて，善悪の観越的な観点をも含
んだ，深い自己肯定が可能になったときに生まれて
くる感情のことを「深い自己肯定感」と呼ばれる。
　そして，他者や集団，社会とのつながりの中で，「自
分も役に立てるんだ。人のため，社会のために自分
もできることがあるんだ。」という気持ちが「自己有
用感」であり，自己肯定感の対人的，対社会的側面
であると考えられる。
また，「自己有用感」と呼ばれる，いわゆる「自信」
のことであり，「自分にはできることがある」「自分の
能力に対する肯定的感情」を示す。これは，「自己肯
定感のうちの能力的側面」と言ってもよいであろう。
　さらには，自己効力感があり，これは，「自分には，
何かを成し遂げたり，達成したりすることができる」
という感覚であり，いわば，「自己肯定感の行為達成
能力的な側面」と考えられる。
まとめると，「自己肯定感の認知的側面」が「自尊感
情」，「自己肯定感の対人的，対社会的側面」が「自
己有用感」，「自己肯定感の能力的側面」が「自己有
能感」，「自己肯定感の行為達成能力的な側面」が「自
己効力感」そして，すべてを含んで，互いにあるが
ままに認めることができる「実存的な深さ」の概念
が「自己肯定感」であると考えられる。（５）
　本授業を通じて，「私は親のクリーニング店を継ぎ
たい」と答えた児童が１名いた。この児童は，以前
から自分の夢に少し不安気な様子であった。本当は，
「看護士になりたい」という夢があった。しかし，自
分のあこがれで決めるのではなく，しっかりと親の
生き方を心から継ごうとしている姿が見受けられた。
また，こうした児童の考えについて，肯定的なルー
ルでの話し合い活動を行い，他者を否定せず，納得
のいくまで話をし，よさを見付け合う姿があった。
こうした場面からか，この児童の感想には，「クリー
ニング店という夢は恥ずかしかったけど，親の姿を
見て，継いでいきたいことを言うと，みんなが分かっ
てくれてうれしかった。」との記述が書かれていた。
　これは，共感的自己肯定感と呼ばれている。自己
のかけがえのなさ，自分が世界に二つとない，かけ
がえのない人生を生きているということに基づく自
己肯定感であり，そのかけがえのなさに共感し合え
る自己肯定感である。こうした，共感的自己肯定感
を養っていくためには，互いのよさだけでなく，道
徳的価値を認め，深い自信につなげていくことにあ
る。そして，こうしたコミュニケーション行為によっ
て培われた道徳性の深まりによって，職業観への見
方・考え方も大きく変化していくと思われる。
　実際に，コミュニケーション行為を通じて，今ま
でとは違った友だちのよさや考え方に共感できたり，
また，自分とは違った道徳的価値を共有できたりし
た。ハーバーマスの言う「了解」を念頭に置いたコミュ
ニケーション行為に付け加え，互いの良いところを
探して伝えることで，「自分は周りから認められてい
る」という心情へと変わり，単なる自分自身の満足
感ではなく，広い社会的な意味での自己肯定感の高
まりをみせた職業観へと変容すると推測される。
Ⅴ．成果と課題
　本実践研究を通じて，イチローの生き方から自分
自身を見つめることで，今までの自分に戒めがもた
れたり，よい刺激になったりする児童もいた。
そして，「私もそうなりたい」といった声も聞かれ，
向上心のある一面も見られるようになった。
　また，２時間目において，ハーバーマス理論の「納
得ある交流」に付け加え，「互いにほめ合い，認め合う」
という一定のルールを取り入れたことによって，児
童たちの表情は笑顔に変化し，最後の感想では，「やっ
ぱり，よいところを言ってもらえるとうれしい」「自
分では気づかなかったから，意外だったし，嬉しかっ
─ 21 ─
コミュニケーション行為による自己肯定感向上に関する研究
た」との記述も見られた。そして，Ⅳでも述べた「ク
リーニング店」をめざす児童については，「みんなが
なりたいと思っていない仕事で，人に言うのがはずか
しかったけど，自信をもってクリーニング店の後を
継ぎたい」と答えていた。これは，一定のルールを
加味したコミュニケーション行為を行うことによっ
て，児童達の心の中に，自己肯定感と自尊感情が生
まれていったためと推測される。そして，ただ単に，
納得ある交流をもつだけでなく，互いの心が肯定し
ていけるための方法から導き出されたものと考えて
いる。いわば，こうした自己肯定感が生まれること
によって，他者を理解していく力が育ち，その心の
中には，道徳的心情が培われていくことになる。
　また，「手紙」という普段から相手に伝えにくいと
ころを２つ以上伝えることで，今までにほとんど無
口であった児童も，表情に輝きを見せた。
感想の中には，「友達が少なくて，自分のやりたいこ
とにも自信がもてなかったけど，私のよいところを
見つけてくれてうれしい。がんばって，目標に向かっ
て生きたい」と将来への展望が伺われた。
　このようにして，小学校第６学年という１２歳の
節目にあたり，自己を見つめ，理解していくことで，
将来への目標について自信につながったと思われる。
つまり，コミュニケーション行為のあり方を検討す
ることで，キャリア的志向への兆しが見え，「自分は，
将来こうなりたい」という希望と自信が見え，人生
を生き抜いていこうとする力が強まることが予想さ
れる。
　今後の研究課題として，コミュニケーション行為
の発達段階に即した分析と，異性・人数の違いによ
るコミュニケーション行為の及ぼす道徳性の変化と
効果について大学の講義，小中学校での授業を実施
し，明らかにする。
　
参考文献
１）　ユルゲン・ハーバーマス 三島憲一他著
『道徳意識とコミュニケーション行為』
岩波書店 2009
２）　押谷由夫『総合単元的道徳学習論の提唱―構想
と展開』文溪堂 1995
３）　Ｊ・Ｓ・ブルーナー（鈴木祥蔵・佐藤三郎訳）『教
育の過程』岩波書店 1963
４）　竹ノ内一郎『実践力を育てる道徳の授業』新光
閣書店 1982
５）　森岡卓也『子どもの道徳性と資料研究』
明治図書 1988
６）　吉澤良保『生徒理解のための教育的行動学』日
本文教出版 2006 
７）　諸富祥彦『ほんものの「自己肯定感を育てる道
徳授業」小学校編』明治図書 2011 
８）　瀬戸真・押谷由夫編著『小学校新教育課程を読
む 道徳の解説と展開』教育開発研究所　1989
９）　高垣忠一郎『生きることと自己肯定感』新日本
出版社 2011
10）　村田昇『現代道徳教育の根本問題』明治図書 
1968
11）　村田昇 大谷光長『これからの道徳教育』
　　東信堂 1992
12）　デボラ・プラマー，岡本正子『自己肯定・自尊
の感情をはぐくむ援助技法 よりよい自分に出会うた
めに 青年期・成人編』2009
13）　佐野安仁 吉田謙二編『コールバーグ理論の基底』
世界思想社 1993
14）　阿部誠一『魔法の就活 親子関係からの自己肯定
感が内定を決める』文芸社 2011
15）　押谷由夫監修『子供が自ら学ぶ道徳教育』東洋
館出版 1991
16）　 高垣忠一郎『カウンセリングを語る 自己肯定
感を育てる手法』かもがわ出版 2010
17）　野平慎二『ハーバーマスと教育』世織書房
2007
18）　高垣忠一郎，山田喜代春『自己肯定感ってなん
やろう？』かもがわ出版 2008
19）　中岡成文『ハーバーマス コミュニケーション行
為』講談社 2003
20）　高垣忠一郎『競争社会に向き合う自己肯定感 
もっとゆっくり／信じて待つ』新日本出版社 2008
21）　諸富祥彦『ほんものの「自己肯定感を育　　て
る道徳授業」小学校編』明治図書 2011 
22）　今井和子，波多野ミキ，堀内節子『自己肯定感
の育て方』ほんの木 2010
23）　安東茂樹，静岡大学教育学部附属浜松中学校『中
学校「セルフ・エスティーム」をはぐくむ受業づく
り 自己肯定感から自尊感情への挑戦』明治図書 2007
24）　本間信治『大丈夫だよ。You are OK ! 自己肯定
感をはぐくむ教育を』清風堂書店 2010
25）　ユルゲン・ハーバーマス（河上倫逸・小黒孝
友）『ハーバーマスは語る 未来としての過去』未來社 
1992
26）　ユルゲン・ハーンバーマス『コミュニケーショ
─ 22 ─
作田　澄泰・ 中山　芳一
ン的行為の理論』未來社 1985
27）　日本教育方法学会編『言語の力を育てる教育方
法』図書文化 2009
28）　Ｊ・ピアジェ（大伴茂訳）『児童道徳判断の発達』
同文書院　1957
29）　Ｎ・Ｊ・ブル（森岡卓也訳）『子供の発達段階
と道徳教育』明治図書　1977
30）　森川直『近代教育学の成立』東信堂 2010
31）　村田昇『道徳教育』東進堂　1981
32）　押谷由夫『道徳教育新時代』国土社 1994
33）　渡辺満『コミュニケーション的行為理論による
道徳教育の可能性』兵庫教育大学研究紀要　第 19 巻 
1999
34）　渡辺満・田野武彦『コミュニケーション的行為
理論による道徳教育基礎理論の探求（2）―自己形成
的トポスとしての「教室という社会」の再構築』兵
庫教育大学研究紀要　第 21 巻 2001
35）　作田澄泰・黒崎東洋郎『特別活動との関連づけ
による道徳的実践力の研究』岡山大学教師教育開発
センター紀要　第１号 2011
36）　人間教育研究協議会編『教育フォーラム
４７』金子書房 2011 
引用文献・注
１）　吉澤良保『生徒理解のための教育的行動学』日
本文教出版 2006 p126 ～ p127
２）　諸富祥彦『ほんものの「自己肯定感を育てる道
徳授業」小学校編』明治図書 2011 p9 ～
p10
３）　諸富祥彦『ほんものの「自己肯定感を育てる道
徳授業」小学校編』明治図書 2011 
p10 図１
４）　諸富祥彦『ほんものの「自己肯定感を育てる道
徳授業」小学校編』明治図書 2011 
p13 図２
５）　諸富祥彦『ほんものの「自己肯定感を育てる道
徳授業」小学校編』明治図書 2011 
p14 ～ p15
─ 23 ─
コミュニケーション行為による自己肯定感向上に関する研究
KIYOHIRO　Sakuda（MITUNOSHO　Primary　School）
YOSHIKAZU　Nakayama（OKAYAMA　University　Career　Development　Center）
Research on the improvement in a feeling of self-afﬁrmation by a communication act
―Lead the morality lesson practice seen from the viewpoint of career education.―
A future dream has for children the present condition that uneasiness cannot be hidden, in the prolonged 
depression or the society which changes continually. 
Moreover, it is not rare to judge how by oneself, and for whether it should survive to stop understanding, to 
abolish conﬁdence, and even for a useful hope to miss the future, either. [ it ] 
From such fear of insecurity, by aiming at conﬁdence and hope, a dream and a target are held in their own 
heart, and useful joy can be felt now for it. 
For that purpose, I think it important to cherish the morality seen from the viewpoint of the career. 
In this research, by practicing the morality lesson seen from the viewpoint of the career by the substantial 
communication act, what kind of feelings budded in people's mind, and it veriﬁed about the ability to have 
the view to the future. 
Moreover, by establishment of the better communication act, each moral value changed how and clariﬁed 
about whether it is connected with improvement in a feeling of self-afﬁrmation.
Key words：Moral value of having seen from the career viewpoint，Conﬁdence from the improvement in a 
feeling of self-afﬁrmation，Sympathy to the others，Better communication
